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報　告
〈利用者の高齢化について〉
　私の職場は知的障害を主とする通所施設です。
就労移行支援事業と就労継続支援事業B型を行っ
ています。就労継続支援事業では内職作業をする
室内作業、農園芸作業をする屋外作業があります。
私が担当しているのは就労継続支援事業の室内作
業です。今の職場で働き出して 7 年ほど経ちます
が、最近感じることが利用者さんの高齢化です。
作業中は基本的に一日中立って作業を行っていま
すが、体力が落ちた、足腰が痛いなどの理由で座っ
て取り組んだり、こだわりが強くなって作業が進
まなかったりすることが多くなってきています。
仕方のないことなのですが、作業担当からすると
今までと同じやり方では作業量がこなせないため、
今は作業がとても忙しい状況です。
　生活面では高齢で血圧が心配されるためバイタ
ルチェックを行ったり、入れ歯を作った方の装着
方法を確認したり、今までやっていなかったこと
が出てきています。そのため今後は高齢による病
気や身体の変化など勉強をして、支援につなげて
いきたいと思います。また作業でも今の作業がで
きなくなってきている方のために他の作業も考え
ていきたいです。
（文責：永沢 満里［ながさわ・まり］知的障害者
通所施設勤務、2003年度聖学院大学人間福祉学科
卒業）
左：田中光太郎さん、右：永沢満里さん
第13回 ピア・スーパービジョン 報告
